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高原の自然史 22：報告　Natural History of Nishi-Chugoku Mountains 22：35-45（2022）

フィールドミュージアム運営のために高原の自然館が整備した 
データベース管理システムとその構造

白川 勝信

芸北 高原の自然館

Database and its structure maintained by the Geihoku Natural History Museum  

for the operation of the Field Museum

Katsunobu Shirakawa

は じ め に

芸北 高原の自然館は，2001 年 5 月に広島県山県郡芸北町（2005 年 2 月に合併し，現在は北広島町）八幡地区
に芸北田園空間博物館のサブコア施設として開館した．その設立理念は芸北町の「全町自然博物館構想（生き活き
暮らしの博物館）」に基づくものであり，国が進めた田園空間博物館事業（日本型エコミュージアム）を活用して
推進された（広島県田園空間博物館整備地方委員会 2004）．

全町自然博物館構想において，水野（2000）は，町全体を博物館と見立て，そこにある自然や人々のくらしの知恵，
技術を再評価し，自然にかかわる資源を保全・復元・活用することによって，地域づくりと活性化を図る，として
いる．その後，白川（2007）は野外で展開される博物館活動を「フィールドミュージアム」と位置付け，地域の
自然のみならず，地域住民と外部からのビジターとの接点として，自然と人，人と人の仲介者として機能すること
により，地域生態系の適切な利用と保全が両立できる可能性について指摘している．

このように高原の自然館は，自然を保全し，活用する機能について着目されたが，本稿ではエコミュージアムと
しての役割としての，資料の収集と保管について着目する．実物資料を収集し，保管することは，博物館の基本的
活動である．しかし，開館当初の高原の自然館は収蔵庫を持っていなかった．「フィールドそのものが収蔵庫であり，
展示室」が詭弁に終わらないために，実物資料を収集しない代わりに，「地域の情報」を収集し，保管することを
フィールド博物館の活動として位置付けた．本報告では，高原の自然館がフィールドミュージアムとして機能する
ために，著者が構築したデータベースおよび 2 つのデータベース管理システムについて，その構造を紹介すると
ともに，稼働状況について報告する．

デ ー タ モ デ ル お よ び デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム の 構 築

データモデルはリレーショナルデータモデル（Codd 1997）とし，FileMaker プラットフォーム（Claris 
International Inc.）によって 2 つの各データベース管理システム（DBMS），すなわち日報管理のための「ダイアリー」
およびイベント管理のための「ドナーブック」を構築した．それぞれの DBMS は随時修正を加えながら現在まで
運用している．運用に際しては，当初は高原の自然館（芸北町教育委員会）が担っていたが，高原の自然館の運営
を北広島町から外部に委託するようになったことを機に，委託先の認定特定非営利活動法人西中国山地自然史研究
会が担っている．

以下に，各 DBMS の役割，運用方法，および管理されているデータベースとデータフィールドを記す．なお，
2022 年 7 月 25 日時点における，各データテーブルに記録されたレコード数を括弧内に示した．また，各データベー
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図 1　ダイアリーの操作画面：来館者の記録（情報保護のため、一部を画像処理）
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スにはシステム制御やデータ活用のためのフィールドも含まれるが，ここではデータベースに入力される基本的な
フィールドのみを記した．

1．日報管理 DBMS：ダイアリー

ダイアリーは，高原の自然館において毎日の運用状況を記録するために，7 つのデータテーブルにより構築した．
ダイアリーの操作画面を図 1 から図 4 に示す．

高原の自然館の受付勤務者は，出勤時に本 DBMS を立上げ，基本的な入力を行ない，開館している間は，受付
窓口において随時来館者を記録する．来館者の記録は，コンビニエンスストアのレジシステムを模して，来館者の
年齢を区分しながら入力できるようにボタンを設置している（図 1）．また，記録画面がパソコン画面上で邪魔に
ならないように，コンパクトな表示にできる（図 2）．

閉館時には，レジの精算内容および館内に展示している「いきもの伝言板」に記された情報を記録する．「いき
もの伝言板」の記録は，1 種につき 1 行を記録することとしており，「花」「実」「鳴き声」など，観察記録に付随
して記入された情報も記録できるようにしている（図 3）．精算については，レジ内の紙幣および貨幣の数と売上
状況を入力することで，精算を支援するしくみが実装されている（図 4）．また，すべての情報が入力された段階
でボタンをクリックすることにより，その内容をスタッフ全員に宛ててメールで発信するとともに，日報として印
刷することができる（図 1）．

以下に，ダイアリーによって管理しているデータテーブルおよびフィールドを，図 6 にデータテーブル同士の
リレーション構造を示す．
① diary（4,978 件）

日報管理の基本となるテーブル．1 日につき 1 レコードが作成される．
date：レコードの情報が該当する日付

note：翌日への申し送り事項

weather：当日の天候

② 勤務者（2,710 件）

勤務者を記録するテーブル．1 日の勤務者 1 人につき 1 レコードが作成される．
date：レコードの情報が該当する日付

勤務者：勤務者の氏名

勤務内容：勤務の内容

③ visitor（118,536 件）

来館者を記録するテーブル．来館者 1 名につき 1 レコードが作成される．
ID：レコードごとに自動的に記録されるユニークな値

date：レコードの情報が該当する日付

time：記録された時刻

type：来館者の性別／年齢属性を示す値

図 2　ダイアリーの操作画面：コンパクト表示に切り替えた来館者の記録
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図 3　ダイアリーの操作画面：「いきもの伝言板」の記録
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図 4　ダイアリーの操作画面：精算
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④ phenology（19,774 件）

高原の自然館に設置している「いきもの伝言板」に，来館者が記入した目撃情報 1 件につき 1 レコードが作成
される．

ID：レコードごとに自動的に記録されるユニークな値

date：レコードの情報が該当する日付

sp：種名

note：種名に付随して記録された情報

⑤ 販売管理（10,801 件）

高原の自然館窓口で 1 日に販売された商品 1 種類につき 1 レコードが作成される．
ID：レコードごとに自動的に記録されるユニークな値

date：レコードの情報が該当する日付

バーコード：販売物品を示すバーコードの数字 8桁

count：販売数量

⑥ item（129 件）

高原の自然館窓口で取り扱っている商品 1 種類につき 1 レコードが作成される．
ID：レコードごとに自動的に記録されるユニークな値

item：販売物品の名前

price：販売物品の価格

バーコード：販売物品を示すバーコードの数字 8桁

図 5　ダイアリーのデータテーブルリレーション構造
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⑦ qa（179 件）

高原の自然館に寄せられた問合せ 1 件につき 1 レコードが作成される．
ID：レコードごとに自動的に記録されるユニークな値

date：レコードの情報が該当する日付

type：質問の分類

q：来館者や電話による質問の内容

a：スタッフによる回答

2．イベント管理 DBMS：ドナーブック

ドナーブックは，高原の自然館において実施するイベントを記録・運営するために 5 つのデータテーブルによ
り構築した．

運営に際しては，必要時に事業レコードをデータベースに登録し，申込みがあった時には参加記録レコードを
登録する（図 6）．過去に参加していない個人からの申込みがあった際には，個人レコードを登録した後，参加記
録レコードを登録する（図 7）．事業，または個人に関しての情報は，その都度メモレコードを作成し，記録する．
事業終了後は，参加申込者が実際に参加したかどうか，実施報告，振り返りなどを記録する．ドナーブックは，こ
れら一連の記録を記録者が迷いなく入力できるように，入力画面がデザインされている．また事業の受付開始から
報告までに必要な，一連の書類を印刷する機能が実装されている（図 8）．具体的には受付票，当日の参加者名簿，
保険会社への提出用名簿，参加者の名札，振り返りの記録用紙，報告書式などである．

以下に，ドナーブックによって管理しているデータテーブルおよびフィールドを，図 10にデータテーブル同士
のリレーション構造を示す．．

図 5　ドナーブックの操作画面：事業の記録（情報保護のため、一部を画像処理）
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① 事業（767 件）

企画した事業 1 件につき 1 レコードが作成される．
事業 ID：レコードごとに自動的に記録されるユニークな値

事業年度：事業の実施年度

事業区分番号：事業区分を示す番号

事業部門番号：事業部門を示す番号

事業名：事業の名称

開催日｜開始日：事業の開催日または開始日

集合時刻：参加者に示す集合時刻

終了日：事業の開催日または終了日

終了時刻：参加者に示す事業終了時刻

集合場所：参加者に示す集合場所

定員数：事業の参加定員数

持ち物：参加者に示す持ち物の一覧

参加費：参加者に示す参加費

休日当番医 ID：休日当番医を参照するための ID

天候：当日の天候

未記名の参加者：名前が特定されていない参加者の人数

報告文：インターネット等に掲載する報告の文章

図 7　ドナーブックの操作画面：参加者情報の記録（情報保護のため、一部を画像処理）
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② 個人（2,471 件）

事業の参加等で問い合わせがあった 1 人につき 1 レコードが作成される．
個人 ID：レコードごとに自動的に記録されるユニークな値

姓：登録される個人のファミリーネーム

名：登録される個人のオウンネーム

姓よみ：姓のよみがな

名よみ：名のよみがな

性別：性別

生年月日：生年月日

メール：メールアドレス

携帯メール：携帯端末で受け取れるメールアドレス

住所：郵便番号および住所

携帯電話：携帯電話の電話番号

電話番号：電話番号

役職：西中国山地自然史研究会における役職

会員区分：西中国山地自然史研究会における会員区分

③ 参加記録（12,438 件）

事業への参加予約 1 人・件につき 1 レコードが作成される．
参加記録 ID：レコードごとに自動的に記録されるユニークな値

事業 ID：関連する事業レコードの事業 ID

図 8　ドナーブックの操作画面：事業関連書類の印刷（情報保護のため、一部を画像処理）
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個人 ID：関連する個人レコードの個人 ID

参加属性：事業への参加属性（講師／参加者／スタッフ）

申込：申込みの有無

参加：参加の有無

参加オプション [1-5]：参加に際してのオプション選択

グループ：イベント当日のグループ分け

ゼッケン番号：イベント当日のゼッケン番号

参加備考：参加に際しての特記事項

④ メモ（465 件）

メモ 1 件につき 1 レコードが作成される．
メモ ID：レコードごとに自動的に記録されるユニークな値

区分：メモの区分（事業／個人）

事業 ID：関連する事業レコードの事業 ID

個人 ID：関連する個人レコードの個人 ID

日付：メモが作成された日付

メモ：メモの内容

⑤ 振り返り（2,961 件）

事業の振り返り 1件につき 1レコードが作成される．

振り返り ID：レコードごとに自動的に記録されるユニークな値

事業 ID：関連する事業レコードの事業 ID

区分：振り返りの項目名

内容：振り返りの記録内容

図 9　ドナーブックのデータテーブルリレーション構造
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運 用 上 の 課 題 と 展 望

FileMaker のプラットフォームにおいて，データベースの保存方法は，ファイルによる管理と，クラウドアプリ
ケーションによる管理の 2 通りあるが，高原の自然館ではファイルによる管理を行なっており，スタッフはオン
ラインストレージの Dropbox（Dropbox, Inc.）を介して DBMS を共有している．オンラインストレージによる共
有では，2 人以上が同時にデータベースにアクセスすることができず，もしも別々の 2 人が 1 つの DBMS を利用
すると，データベースの一貫性を保つためにファイルのコピーが作成され，レコードが適切に保存されない．こ
うした状態を防ぐために，スタッフはファイルを開く際に，チャットアプリなどを使って声がけをしてから DBMS
を使うようにするなど，運用方法によりデータの重複を不正でいる．

また，データの保管に関しても，メールでの共有のみならず，適時印刷とファイリングを行なうことで，データ
へのアクセスを容易にするとともに，バックアップが取られている（図 7）．開館当初から一貫してデータをコン
ピューター上に蓄積しながら，保管や閲覧のための紙媒体の印刷までを一元的に管理することにより，手間を省き
ながら，記録・活用が可能になっている．

両 DBMS によって蓄積されたデータは，長期間にわたって一定の方法で記録された重要なものである．本稿で
は DBMS の構造とその運用状況についての紹介に留めるが，今後，個々のデータテーブルを詳細に解析すること
により，高原の自然館のマーケティングや，フィールドミュージアムの運営に資する情報を掘り起こしていきたい
と考える．
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